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一　
は
じ
め
に

　

山
梨
中
央
銀
行
は
地
域
の
様
々
な

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
ハ
ブ
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
、
Ｄ
Ｘ
を
中
心
と
し
た
新

た
な
価
値
創
出
（
＝
地
域
Ｄ
Ｘ
）
を

目
指
し
、
地
域
社
会
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
組
み
を
開
始
し
た
。

　

今
後
、
関
係
部
と
と
も
に
所
属
の

垣
根
を
越
え
て
、
多
様
な
プ
レ
イ

ヤ
ー
と
の
共
感
の
連
鎖
か
ら
新
た
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
創
出
に
向
け
た
取
組

み
を
加
速
さ
せ
る
。

　

山
梨
県
は
、
富
士
山
や
八
ヶ
岳
、

南
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
高
い
山
に
囲
ま

れ
、
す
り
鉢
の
よ
う
な
「
盆
地
」
と

い
わ
れ
る
地
形
を
し
て
い
る
。
高
い

山
が
海
か
ら
の
湿
っ
た
風
を
遮
っ
て

く
れ
る
の
で
、
一
年
中
雨
や
雪
が
少

な
く
、
晴
れ
の
日
が
多
い
気
候
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
自
然
が
山
梨
な
ら
で

は
の
農
産
物
や
特
産
物
を
も
た
ら
し

生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
。

　

山
梨
県
は
日
本
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に

位
置
し
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
静

岡
県
、
長
野
県
、
埼
玉
県
と
隣
接
し

て
お
り
、
人
口
は
27
市
町
村
に
約
80

万
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。

　

豊
か
な
自
然
や
世
界
に
誇
れ
る
多

く
の
地
域
資
源
・
地
域
産
業
を
有
し

て
お
り
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
、
中

部
横
断
自
動
車
道
な
ど
高
速
交
通
網

の
整
備
も
予
定
さ
れ
、
県
外
か
ら
の

移
住
者
の
増
加
な
ど
、
将
来
の
飛
躍

的
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

二　
山
梨
中
央
銀
行
に
つ
い
て

１　
山
梨
中
央
銀
行
の
取
組
み

　

そ
の
よ
う
な
自
然
豊
か
な
山
梨

で
、
山
梨
中
央
銀
行
は
１
８
７
４
年

６
月
に
「
興
益
社
」
を
ル
ー
ツ
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
地
域
の
殖
産
興

業
の
発
展
に
取
り
組
み
、
わ
が
国
で

初
め
て
の
貯
蓄
預
金
「
興
産
金
」
の

取
扱
い
を
開
始
す
る
な
ど
先
進
的
な

取
組
み
を
実
施
し
て
き
た
。
約
１
５

０
年
の
時
を
経
た
今
に
お
い
て
も
地

域
経
済
の
持
続
的
成
長
を
願
う
思
い

は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

そ
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
地
域
経

済
の
持
続
的
成
長
の
実
現
と
当
行
自

身
の
企
業
価
値
向
上
の
た
め
に
、「
豊

か
な
自
然
環
境
の
維
持
と
将
来
へ
の

継
承
」、「
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
強
化
と

地
域
経
済
の
活
力
向
上
」、「
Ｄ
Ｘ
の

実
現
と
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化｣

な
ど
６
つ
の
取
り
組
む
べ
き
マ
テ
リ

ア
リ
テ
ィ
（
重
要
課
題
）
を
特
定
し

た
。

　

ま
た
、
様
々
な
価
値
観
を
も
っ
た

人
材
の
活
躍
や
登
用
を
進
め
る
べ

く
、
本
中
期
経
営
計
画
の
策
定
に
合

わ
せ
て
、
社
会
に
お
け
る
当
行
の
確

固
た
る
パ
ー
パ
ス
（
存
在
意
義
）「
山

梨
か
ら
豊
か
な
未
来
を
き
り
ひ
ら

く
」
を
明
文
化
し
た
。

　

マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
の
解
決
に
向

け
、
本
中
期
経
営
計
画
で
は
、
変
革

１　
山
梨
中
央
銀
行
の
Ｄ
Ｘ
に
対
す
る
施
策

１　
山
梨
中
央
銀
行
の
Ｄ
Ｘ
に
対
す
る
施
策

地
域
Ｄ
Ｘ
の
現
場
か
ら

地
域
Ｄ
Ｘ
の
現
場
か
ら

山
梨
中
央
銀
行

山
梨
中
央
銀
行  

経
営
企
画
部

経
営
企
画
部
　　
古
屋
古
屋  

　
豪
　
豪

地
方
創
生
推
進
部

地
方
創
生
推
進
部
　　
岡
本
岡
本  

新
一
新
一
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一　
は
じ
め
に

　

今
の
時
代
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

到
来
に
よ
る
人
々
の
行
動
や
価
値
観

の
変
化
、
社
会
と
産
業
構
造
の
急
速

な
変
化
に
適
合
す
べ
く
、
ひ
と
・
組

織
・
事
業
の
変
容
（
Ｄ
Ｘ
：
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

が
求
め
ら
れ
る
局
面
を
迎
え
て
い

る
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
山
梨
で
は
地

域
社
会
と
企
業
が
抱
え
る
複
雑
化
し

た
現
状
と
課
題
の
本
質
を
探
り
、
ワ

ク
ワ
ク
す
る
豊
か
な
地
域
の
未
来
の

姿
を
描
き
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
機
運
を
高

め
、
変
革
と
実
践
を
後
押
し
す
る
動

き
が
広
が
っ
て
い
る
。

二�　
山
梨
で
の
活
動
と
そ
の

背
景

１　
地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム

　

２
０
１
９
年
５
月
、
私
は
財
務
省

大
臣
官
房
地
方
課
が
公
表
し
た
「
地

域
の
課
題
と
財
務
局
の
役
割
～
地
域

経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
財
務
局
～

（
注
）」
の
な
か
で
「
地
域
経
済
エ
コ

シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
言
葉
と
出
会
っ

た
。
そ
れ
は「
あ
る
地
域
に
お
い
て
、

企
業
、
金
融
機
関
、
地
方
自
治
体
、

政
府
機
関
な
ど
の
各
主
体
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
相
互

補
完
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

地
域
外
の
経
済
主
体
等
と
も
密
接
な

関
係
を
も
ち
な
が
ら
、
多
面
的
に
連

携
・
共
創
し
て
ゆ
く
関
係
」
と
定
義

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
図
か
ら
は
、
都

道
府
県
・
市
町
村
を
一
つ
の
地
域
経

済
と
見
立
て
る
と
、
地
域
を
構
成
す

る
事
業
者
と
県
民
市
民
に
よ
る
、
そ

の
地
域
の
特
性
を
活
か
し
奏
で
る

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
よ
う
に
も
見
え
る

（
図
表
１
）。
そ
う
考
え
る
と
、
日
本

に
は
47
の
個
性
と
特
色
あ
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
・
都
道
府
県
が
存
在
す
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
奏
で
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
は

地
域
の
特
徴
や
課
題
に
よ
っ
て
異
な

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
実
態
は
地
域

社
会
の
リ
ア
ル
な
現
場
に
触
れ
る
こ

と
で
初
め
て
気
づ
き
、
発
見
す
る
も

の
も
多
い
。

２　
山
梨
県
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

私
が
母
の
出
身
地
で
あ
る
山
梨
県

で
の
活
動
を
本
格
化
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
２
０
１
８
年
12
月
、

財
務
省 

関
東
財
務
局 

甲
府
財
務
事

務
所
が
開
催
し
た
「
山
梨
活
性
化
サ

ロ
ン
」
へ
の
参
加
が
き
っ
か
け
で

あ
っ
た
。「
山
梨
活
性
化
サ
ロ
ン
」

で
は
、
企
業
代
表
者
・
有
識
者
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
、
財
務
事
務
所
の
関
係

者
が
一
堂
に
会
し
、
当
時
の
テ
ー
マ

「
中
部
横
断
自
動
車
道
開
通
に
伴
う

経
済
効
果
に
つ
い
て
」
に
関
す
る
意

見
が
述
べ
ら
れ
た
。そ
れ
と
同
時
に
、

山
梨
を
こ
ん
な
ふ
う
に
し
た
い
、
こ

ん
な
こ
と
を
し
た
い
、
こ
こ
を
改
善

し
た
い
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
や
思

地域ＤＸの現場から地域ＤＸの現場から

２　
Ｄ
Ｘ
推
進
を
通
じ
た
地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
実
践

２　
Ｄ
Ｘ
推
進
を
通
じ
た
地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
実
践

地
域
Ｄ
Ｘ
の
現
場
か
ら

地
域
Ｄ
Ｘ
の
現
場
か
ら

株
式
会
社
グ
ッ
ド
ウ
ェ
イ

株
式
会
社
グ
ッ
ド
ウ
ェ
イ  

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役  

社
長
社
長

山
梨
中
央
銀
行

山
梨
中
央
銀
行  

経
営
企
画
部

経
営
企
画
部  

地
域
Ｄ
Ｘ
実
践
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

地
域
Ｄ
Ｘ
実
践
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　　
藤
野
藤
野  

宙
志
宙
志

TOPIC
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２
０
２
２
年
１
月
に
法
務
省
が
実

質
的
支
配
者
リ
ス
ト
制
度
を
開
始

し
、
日
本
の
法
人
・
法
的
取
極
め
の

透
明
性
に
向
け
た
実
質
的
支
配
者
確

認
・
管
理
の
向
上
は
第
一
歩
を
記
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
制
度
は
今

後
予
定
さ
れ
て
い
る
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
５

次
対
日
相
互
審
査
を
展
望
す
る
と
さ

ら
な
る
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

法
人
の
透
明
性
向
上
に
向
け
た
取
組

み
の
方
向
性
を
考
察
す
る
と
と
も

に
、
法
的
取
極
め
の
悪
用
事
案
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
く
。

一�　

事
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
も
の
で
は
な
い
リ
ス
ト

　
「
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
が
事
実

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
は

な
い
」
―
―
顧
客
か
ら
提
出
さ
れ
た

商
業
登
記
所
発
行
の
「
実
質
的
支
配

者
リ
ス
ト
の
写
し
」
の
一
番
下
に
小

さ
く
書
い
て
あ
る
文
字
を
読
み
、
銀

行
の
支
店
担
当
者
は
啞
然
と
し
た
。

こ
の
書
面
は
、
暴
力
団
フ
ロ
ン
ト
企

業
の
疑
い
が
あ
る
取
引
先
か
ら
、

や
っ
と
提
出
し
て
も
ら
っ
た
も
の
。

全
行
を
挙
げ
て
実
施
し
て
い
る
継
続

的
顧
客
管
理
に
て
リ
ス
ク
が
高
い
法

人
に
つ
い
て
、
本
部
か
ら
実
質
的
支

配
者
に
該
当
す
る
証
跡
と
し
て
提
出

依
頼
を
指
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
支
店
担
当
者
は
「
事
実
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い
」

書
面
が
証
跡
と
し
て
有
効
な
の
か

を
、本
部
担
当
者
に
問
い
合
わ
せ
た
。

　

答
え
は
「
実
質
的
支
配
者
の
証
跡

と
い
え
る
も
の
は
、
日
本
で
は
現
状

そ
れ
し
か
な
い
の
で
や
む
を
得
な
い
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
図
表
１
）。

二　

実
質
的
支
配
者
リ
ス
ト
制
度

　

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に

関
す
る
法
律
（
犯
収
法
）
に
よ
る
と
、

実
質
的
支
配
者
（
Ｂ
Ｏ
：Beneficial�

Ow
ner

）
と
は
、
法
人
の
議
決
権
の

総
数
の
４
分
の
１
を
超
え
る
議
決
権

を
直
接
ま
た
は
間
接
に
有
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
自
然
人
等
で
あ
る
。

法
人
の
実
質
的
支
配
者
を
公
的
書
面

に
記
述
し
、
証
跡
と
し
て
金
融
機
関

等
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
実

質
的
支
配
者
リ
ス
ト
制
度
は
２
０
２

２
年
１
月
に
法
務
省
が
開
始
し
た
。

法
人
の
実
質
的
支
配
者
一
覧
を
商
業

登
記
所
が
確
認
し
「
実
質
的
支
配
者

リ
ス
ト
の
写
し
」
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
「
実
質
的
支
配
者
リ
ス
ト
の
写
し
」

の
交
付
は
、
株
式
会
社
が
商
業
登
記

所
に
、
当
該
株
式
会
社
が
作
成
し
た

「
実
質
的
支
配
者
リ
ス
ト
」
と
株
主

名
簿
等
の
確
認
書
類
と
と
も
に
交
付

の
申
出
を
行
い
、
登
記
官
が
確
認
、

実
質
的
支
配
者
リ
ス
ト
を
保
管
す
る

と
と
も
に
「
実
質
的
支
配
者
リ
ス
ト

の
写
し
」
を
株
式
会
社
へ
交
付
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
な

か
で
、
株
式
会
社
が
申
し
出
る
際
に

提
出
す
る「
実
質
的
支
配
者
リ
ス
ト
」

と
確
認
書
類
に
虚
偽
の
事
項
を
記
載

し
た
と
し
て
も
、
罰
則
の
定
め
は
な

い
。
そ
の
ま
ま
、
虚
偽
の
書
類
間
が

整
合
的
で
登
記
官
が
確
認
を
す
る
と

虚
偽
の
事
項
の
「
実
質
的
支
配
者
リ

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
５
次
対
日
相
互
審
査
を

展
望
し
た
法
人
等
の
透
明
性
向
上

広
島
銀
行 

リ
ス
ク
統
括
部 

マ
ネ
ロ
ン
等
金
融
犯
罪
対
策
統
括
室
長

公
認
不
正
検
査
士
（
Ｃ
Ｆ
Ｅ
）・
シ
ス
テ
ム
監
査
技
術
者　

山
根 
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２
０
２
２
年
11
月
４
日
、
全
国
銀

行
協
会
は
、
電
子
交
換
所
に
お
け
る

交
換
決
済
を
開
始
し
た
。
手
形
交
換

制
度
は
、
複
数
の
金
融
機
関
が
手
形

交
換
所
に
お
い
て
手
形
・
小
切
手
等

の
証
券
（
以
下
、「
手
形
」
と
い
う
）

を
呈
示
し
、
支
払
う
べ
き
手
形
を
相

互
に
交
換
し
、
互
い
に
受
け
取
る
べ

き
額
と
支
払
う
べ
き
額
の
差
額
を
決

済
す
る
制
度
で
あ
り
、
従
来
の
手
形

交
換
所
に
お
い
て
は
人
手
を
介
し
て

手
形
の
現
物
を
搬
送
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
電
子
交
換
所
に
お
い
て
は
イ

メ
ー
ジ
デ
ー
タ
の
送
受
信
に
よ
っ
て

手
形
の
交
換
を
実
施
す
る
こ
と
と
な

る
（
注
１
）。

　

こ
れ
に
伴
い
、
手
形
交
換
に
関
す

る
規
律
は
、
各
地
の
手
形
交
換
所
の

定
め
る
規
則
か
ら
、
電
子
交
換
所

１
ヵ
所
の
定
め
る
規
則
に
変
わ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
電
子
交
換
所
規

則
（
以
下
、「
新
規
則
」
と
い
う
）

お
よ
び
同
施
行
細
則
（
以
下
、「
新

細
則
」
と
い
う
）
に
つ
き
、
東
京
手

形
交
換
所
規
則
（
以
下
、「
旧
規
則
」

と
い
う
）
お
よ
び
同
施
行
細
則
（
以

下
、「
旧
細
則
」
と
い
う
）
か
ら
の

主
な
変
更
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。
な

お
、
紙
幅
の
都
合
上
、
特
に
重
要
と

思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
新
旧
の

規
則
等
の
条
項
を
掲
載
し
、
そ
の
他

の
点
に
つ
い
て
は
、
新
旧
の
規
則
等

の
条
項
の
引
用
に
と
ど
め
る
。

一
　
参
加
銀
行

１
　
参
加
銀
行
の
分
類（
図
表
１
）

　

旧
規
則
に
お
い
て
は
、
交
換
所
の

事
業
に
参
加
す
る
者
で
あ
る
「
参
加

銀
行
」
は
、
社
員
銀
行
、
準
社
員
銀

行
、
客
員
、
代
理
交
換
委
託
金
融
機

関
の
４
分
類
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
（
旧

規
則
３
条
各
号
）、
新
規
則
に
お
い

て
は
、
加
盟
銀
行
（
決
済
受
託
銀
行

を
含
む
）、
決
済
委
託
銀
行
、
客
員

の
３
分
類
と
な
っ
て
い
る
（
新
規
則

２
条
１
～
４
号
）。

　

第
一
に
、
社
員
銀
行
ま
た
は
準
社

員
銀
行
と
い
う
分
類
が
消
滅
し
て
い

る
。
銀
行
以
外
の
金
融
機
関
の
う
ち

協
同
組
織
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、

そ
の
系
統
中
央
機
関
が
決
済
受
託
銀

行
を
担
う
も
の
と
さ
れ
た
（
新
細
則

３
条
５
項
）。

　

第
二
に
、
代
理
交
換
委
託
金
融
機

関
と
い
う
分
類
が
廃
止
さ
れ
、
決
済

委
託
銀
行
と
い
う
分
類
が
追
加
さ
れ

て
い
る
。電
子
交
換
所
に
お
い
て
は
、

手
形
交
換
室
に
参
集
し
て
手
形
の
現

物
を
交
換
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、

す
べ
て
の
参
加
銀
行
が
手
形
交
換
に

直
接
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
手
形
交
換
を
委
託
す
る
代
理
交

換
制
度
は
設
け
て
い
な
い
。
一
方
、

決
済
委
託
銀
行
と
し
て
、
加
盟
銀
行

に
交
換
尻
決
済
を
委
託
す
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
て
い
る
。

電
子
交
換
所
設
立
に
伴
う
規
則
の
変
更
点
の
ポ
イ
ン
ト

今
月
の
解
説
②

小
沢
・
秋
山
法
律
事
務
所 

弁
護
士　

稲
田 

康
男
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最終点検！

　

２
０
２
４
年
３
月
末
ま
で
、
残
す

と
こ
ろ
１
年
と
少
し
。
日
々
、
マ
ネ

ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
管
理

態
勢
（
以
下
、「
管
理
態
勢
」
と
い
う
）

の
高
度
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
金
融

機
関
等
に
と
っ
て
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー

ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与
対

策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
以
下
、

本
連
載
で
は
「
マ
ネ
ロ
ン
Ｇ
Ｌ
」
と

い
う
）
の
対
応
完
了
期
限
で
あ
る
２

０
２
４
年
３
月
末
は
、
最
終
的
な

ゴ
ー
ル
で
は
な
い
も
の
の
、
一
つ
の

通
過
点
と
し
て
、
確
実
に
対
応
す
べ

き
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

本
連
載
は
、
そ
の
２
０
２
４
年
３

月
末
に
向
け
て
、
金
融
機
関
等
に
お

い
て
求
め
ら
れ
る
対
応
に
つ
い
て
、

金
融
庁
の
動
向
、
２
０
２
２
年
８
月

に
改
訂
さ
れ
た
「
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ

資
金
供
与
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関

す
る
よ
く
あ
る
ご
質
問
」（
以
下
、

本
連
載
で
は
「
Ｆ
Ａ
Ｑ
」
と
い
う
）

の
改
訂
趣
旨
・
内
容
、
さ
ら
に
、「
マ

ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
・
テ
ロ
資

金
供
与
・
拡
散
金
融
対
策
の
現
状
と

課
題
」（
以
下
、
本
連
載
で
は
「
現

状
と
課
題
」
と
い
う
）
に
お
い
て
指

摘
さ
れ
た
事
項
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、

対
応
の
ポ
イ
ン
ト
お
よ
び
留
意
点
を

解
説
し
て
い
く
。

　

第
１
回
と
な
る
本
稿
は
、
総
論
と

し
て
、
金
融
庁
の
動
向
、
金
融
機
関

等
が
整
備
す
べ
き
管
理
態
勢
に
お
け

る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し
て
い

き
、
第
２
回
以
降
、
具
体
的
に
求
め

ら
れ
る
項
目
（
リ
ス
ク
の
特
定
・
評

価
、
顧
客
管
理
、
取
引
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
等
）
に

つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
に
お
け
る
提
案
や
意

見
に
わ
た
る
部
分
は
、
筆
者
の
個
人

的
見
解
で
あ
り
、筆
者
が
所
属
す
る
・

所
属
し
た
組
織
や
団
体
等
の
見
解
を

示
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り

す
る
。

一�　
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
審
査
結
果
を
受

け
た
金
融
庁
の
動
向

　

金
融
庁
は
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
４
次
対

日
相
互
審
査
（
以
下
、「
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ

審
査
」
と
い
う
）
の
結
果
を
受
け
、

そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
お
よ
び
第
５

次
審
査
を
見
据
え
、
金
融
機
関
に
求

め
ら
れ
る
対
応
事
項
を
明
確
化
す
る

一
方
、
そ
の
対
応
期
限
を
設
定
し
、

検
査
・
監
督
を
強
化
す
る
取
組
み
を

一
貫
し
て
実
施
し
て
い
る
。




